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シユルリアリズムの絵を先取りした朔太郎の詩
Hagiwara Sakutarδand Surrealist Paintings 
月村麗子・
The poetry of Hagiwara Sakutarδsuggests some of Surrealist paint-
ings. 
The title image of a baying dog of Hagiwara’s epoch-making book, The 
Howling at the Moon (1917), anticipated Joan Miro’s Dog Barking at the 
Moon (1926). This correspondence indicates that both the poet and the 
painter used Surrealistically the canine image to express their concept of 
the creative process: aspiration for and discovery of the unseen reality 
hidden in the actual world. 
“A MurderCase”(1914) of Hagiwara and Threatened Assasin (c.1926-
27) of Rene Magritte, both influenced by popular detective films in the 
1910s and 1920s, are metaphorically violent variations of the works 
dealing with a dog howling at the moon. Furthermore, the remaining 
comparisons this study offers show Hagiwara’s and Magritte’s ironical 
meditations of the barren existence of modern man. Here again the 
Japanese poet’s“From Within the Shell of a Landscape”（1923) and “To 
Fire a CannonぺPublishedin (1923), preceeds Magritte’s The Song of 
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Love (1948) and The Old Gunner (1947). 
Hagiwara’s remarks dating from his formative years, 1914-15, suggest 
that the role of the unconscious in the creative process is a common 
ground where Hagiwara and Surrealists meet, though he did not formu-
late it into a theory of Surrealism. Thus, the Surrealistic feature in 
Hagiwara can be regarded as an accidental product of both his diverse 
and keen interest in western cultures and of his passionate and deeply 
solitary search for a style expressing his jikkan (true feeling), but not of 
such well-defined systematic activities as in the Surrealist movement in 
which both Miro and Magritte took part. 
Despite these differences, the remarkable parallels presented here allow 
us to place Hagiwara in the international arena of avant-garde art and 
literature as a major poet of our times whose appeal goes beyond national 
boundaries. 
荻原朔太郎（1886-1942) Joan Miro (1893-1983) 







L’assassin menace (1926 or 1927) 
3.ある風景の内殻から (1923/2) Le chant d’amour (1948) 








































































































































































































































































































































7 . Jacques Dupin, Joan Miro Life仰 dWork (New York: Hary N, Abrams. 


















遠い端緒がある。その問、 1975年2月に、“SomeImages of the Poetry of 
Hagiwara Sakutaro and Modern Paintings，，を、米国インディアナ大学で開催
された The6 th Conference of Oriental-Western Literary and Cultural 
Relationsにおいて発表したが、この時の論文は、絵画を扱っている為の技術上
の困難もあって印刷にはなっていない。これを其の後続けた研究調査によって発
展させると共に、中心を具体的な絵と詩の照応にしぽったものが本稿である。
インディアナ大学での発表直後、雑誌『短歌Jに、 1973年11月から75年1月ま
で、飯島耕一氏が朔太郎論を連載され、朔太郎の詩にみられるシユルリアリズム
的なものを、具体的な作品は上げられなかったが、シユルリアリズムの絵に言及
しながら指摘していられたのを知った。この連載は、後に1975年5月に角川書店
から刊行された『萩原朔太郎』に収められた。
なお、「ある風景の内殻から」と、ダリの絵との比較が、小川敏栄氏の「萩原朔
太郎「ある風景の内殻から」－シユルレアルな精神風景」（『文章の解釈J東京大
学出版・ 1978、PP.341 351）にある。
15.『萩原朔太郎全集JXII. P .38及びP.47参照。
討議要旨
長谷川泉氏よりコメントがあり、座長の芳賀徹氏を交じえて、次のような
討議が交わされた。
長谷川「世界的な前衛芸術の動きは、 1909年明治42年ル・フィガロの未来
派宣言ですね。それから比べると、日本の場合はずいぶん遅い。詩の場合は
比較的早く、映画はもっと早いが、小説は一番遅れている。詩人は活躍した
のですが、小説家はだめだったんですね。新感覚派が出たのが大正13年です
から、明治42年からずいぶんかかっているD 詩人の方が早かったし、朔太郎
については、今位置づけられたことで、かなりはっきりして来たと思います。
小説はなぜあんなに遅れたのか、私もよく分らないのですが・・…・。」
発表者「詩というものは、表現自体を求めないと新しくならない、という
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ことがあるのではないでしょうか。小説は詩よりも自由がなかったように思
います。今の映画の話しで、驚きますのは、「チグリスjなどは、西洋で上映
されて直ぐ、ほとんど一年足らずのうちに日本でも上映されているというこ
とです。」
芳賀「谷崎潤一郎が映画に夢中になって、自分で作ったりしたのは、大正
の半ば頃ではないですか。」
長谷川「谷崎の場合、小説の面ではだめなんですね。素材として一部とり
入れたりしましたが、小説としてはだめですね。」
芳賀「佐藤春夫が、幻想的な探偵小説を作ったのは、大正四、五年頃です
ね。j
長谷川「だけどル・フィガロの未来派宣言が明治42年だから、それが大正
に入ってからでは、やはりずいぶんずれがあると思いますよJ
発表者「そうですね。小説はやはり遅れますね。」
続いて進藤英毅氏より、今の論議について、小説家の社会的評価が詩人よ
り低いことに、一因があるのではないか、という意見があった。また佐々木
昭夫氏より、谷崎潤一郎の作品について長谷川氏と自分は評価を異にしてい
る点と、当時の活動写真の影響の大きさについてのコメントがあった。
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